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調整ツマミ

操 作 方 法

●操作ツマミを2段階下ろします
ご注意

ご注意

■SWボトムタイト
　シャッターの垂れ下がり調整

■SWボトムタイトの操作方法

※操作時に、部品同士に指をはさ
んだり、パネルの角でケガをし
ないよう、ご注意ください。

※パネルを移動させる際は、シャ
ッターが完全に上がっているこ
とを必ずご確認ください。　

ボトムタイトを上げる時ボトムタイトを下げる時

シャッターを下ろして下隙間をふさぐ
※2段階目の操作は、1段階目より重
　く感じます。

シャフトを下ろしてパネルを固定

※あらかじめパネルに手を添えて、床の
　坪受けに位置を合わせながら操作して
　ください。

1段階目

2段階目

押しながら

上げる

部品内部の
はめ合い

シャッター

シャフト

シャッター

マイナスドライバーで本体の調整ツマミを回して、
シャッターの角度を調整します。調整ツマミを上に
回すと上がり、下へ回すと下がります。

シャッター

本体

上がる

下がる

※パネル幅の大きさによっては、ボトムタイトを上げ
た際にシャッターの重みで先端が5mm程度下が
る場合がありますが、機能上問題はありません。

調整ツマミ

シャッターが
上がる

シャッターが
下がる

ボトムタイトを上げる際、シャッターの重み
で部品内部に引っ掛かりが生じ、上がりに
くい場合があります。その時は、図の位置
を押しながら上げてください。

マイナスドライバーで調整の際は、無理に調整ツマ
ミに差込んでひねったり、床を傷つけたりしない
ようご注意ください。
パネル幅が広い場合など、調整してもシャッターの
先端がわずかに下がる場合があります。

■パネルの操作方法について

パネルを移動させたい方
向へ加圧（引込む、または
押込む）します。

吊り車の軸部分がT型継ぎの交
点にあるときに、パネルを移動さ
せたい方向へ加圧（引込む、また
は押込む）するとパネルはその方
向へ移動していきます。
あわせて、326ページの　　　
もご確認ください。

T型継ぎ

 

ご注意

軸

SW SYSTEM SW-900 平行収納プラン マルチソフトクローズ
一般住宅屋内用木製パネル（浴室には使用できません）
◇パネルの総質量：40kg以下（パネル１枚）　◇パネルの厚さ：36～40mm
◇パネルの幅：1,300mm以下（SWボトムタイトを使用の場合）

設 計 ガ イ ド

■パネル寸法の求め方
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SW-901（裏面付吊り車）
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H
＊パネル収納時に、収納部を覆って隠すパネルです。
　吊り車はSW-901（裏面付）を使用してください。

かぶせパネル＊

SW-901（裏面付吊り車）取付位置

（
注
）

パネル寸法の出し方
●収納パネルの高さ寸法 DH1 ＝ かぶせパネルの高さ寸法 DH2 ＝ 引戸パネルの高さ寸法 DH3
　DH1＝DH2＝DH3＝H－20.5
　※上式でパネルの高さを求めることにより、パネルと床のすきま寸法範囲（12.5～17.5）でパネルの上下調整ができます。
　※上式の20.5mmは、「パネルと上部レールのすきま寸法」と「パネルと床のすきま寸法」の合計寸法です。
●収納パネルの幅寸法 DW1 ＝ 引戸パネルの幅寸法 DW3 
　DW1＝DW3＝{W－2×（G1＋G2）－T}÷（総パネル枚数＋1）
●かぶせパネルの幅寸法 DW2
　DW2＝DW1＋G1＋G2＋T

●HP ： 吊り車の軸位置
　※SW-901（裏面付吊り車）の場合はHP≧40
　※SW-950（木口付吊り車）の場合はHP=30（規定値）
●G1 ： 収納部の戸尻側壁部とパネル木口面とのすきま寸法　※G1≧40
●G2 ： 収納部の戸先側壁部とパネル木口面とのすきま寸法　※G2≧40
● T ： 収納部の戸先側壁部の厚さ

直線レール（L1、L2、L3）の長さ寸法の出し方
●L1＝W＋HP－（DW1＋G1＋35）
●L2＝DW1－2×HP－70
（注）●L3
 ①オプションのアダプターを使用する場合
  ●L3端部にSW-908（固定ブロック）を使用する場合
   L3≧40×（総パネル枚数－1）＋30
   ※ただし、L3の最小値は130となります。
  ●L3端部にSW-908（固定ブロック）を使用しない場合
   L3≧40×（総パネル枚数－1） 
   ※ただし、L3の最小値は130となります。
 ②オプションのアダプターを使用しない場合
  ●L3端部にSW-908（固定ブロック）を使用する場合
   L3≧40×（総パネル枚数－1）＋30
   ※ただし、L3の最小値は95となります。
  ●L3端部にSW-908（固定ブロック）を使用しない場合
   L3≧40×（総パネル枚数－1） 
   ※ただし、L3の最小値は65となります。
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